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四
季
の
折
々
の
美
し
い
風
景

「
三
周
ヶ
岳
」
と
澄
み
渡
っ
た
池
「
夜
叉
ヶ
池
」
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（各署の景勝地等を紹介） 
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［
岐
阜
署
］
滋
賀
・
福
井
の
県
境
ま
で
は
、
揖

斐
川
源
流
の
山
と
よ
ば
れ
、
三
周
ヶ
岳

（
一
二
九
二
㍍
）
は
そ
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ

に
位
置
し
て
い
る
。
視
界
が
良
け
れ
ば
北
ア
ル

プ
ス
の
槍
ヶ
岳
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
大

展
望
を
楽
し
め
ま
す
。

　
「
夜
叉
ヶ
池
」
は
、
岐
阜
県
と
福
井
県
の
県

境
、
標
高
一
〇
九
九
㍍
に
位
置
し
、
ブ
ナ
の
原

生
林
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
静
か
に
満
々
と
水
を

た
た
え
て
い
ま
す
。
別
名
を
「
雨
乞
の
池
」
と

も
い
い
、
そ
の
昔
、
干
ば
つ
に
苦
し
め
ら
れ
た

あ
る
村
の
娘
・
夜
叉
姫
が
雨
乞
の
た
め
、
池
に

身
を
投
げ
て
村
を
救
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。

　

春
に
は
木
々
の
若
葉
や
草
花
、
秋
に
は
燃
え

る
よ
う
な
紅
葉
に
彩
ら
れ
、
四
季
折
々
の
変
化

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

夜
叉
ヶ
池
周
辺
一
帯
は
、
国
内
希
少
野
生
動

植
物
種
の
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
日
本
海
側
特

有
の
ブ
ナ
林
等
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
保
護

林
を
設
け
、
保
護
・
保
全
し
て
い
ま
す
。
設
定

さ
れ
た
保
護
林
を
連
結
す
る
こ
と
で
、
国
指
定

特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
等
の
動

物
や
そ
の
他
の
動
植
物
の
移
動
経
路
を
確
保

し
、
個
体
群
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
種
の
保
全
や
遺
伝
的
な
多
様
性
の
確
保
を

進
め
、
よ
り
広
範
囲
で
効
率
的
な
森
林
生
態
系

の
保
護
・
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
越

美
山
地
・
緑
の
画
廊
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
夜
叉
ヶ
池
に
し
か
生
息
し
な
い
ヤ
シ

ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
繁
殖
や
生
息
環
境
を
保
全
す

る
た
め
、
夜
叉
ヶ
池
を
含
む
周
辺
の
森
林
一
六

山間に満々と水をたたえる夜叉ヶ池

三周ヶ岳の頂上
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黒壁の夜叉壁

㌶
を
「
夜
叉
ヶ
池
水
生
昆
虫
生
息
地
保
護
林
」

に
指
定
し
、
適
切
な
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

三
周
ヶ
岳
・
夜
叉
ヶ
池
等
へ
は
、
登
山
口

よ
り
最
初
沢
に
下
り
、
そ
れ
か
ら
登
り
下
り

の
繰
り
返
し
、
そ
の
後
、
急
な
登
り
と
な
り

ま
す
が
、
ブ
ナ
林

に
入
る
頃
に
は
平

坦
な
道
に
な
り
ま

す
。
一
時
間
余
り

で
夜
叉
壁
が
見
え

は
じ
め
、
幽
玄
の

滝
、
昇
龍
の
滝
を

見
な
が
ら
さ
ら
に

急
な
登
り
が
続

き
、
登
り
き
る
と

夜
叉
ヶ
池
が
見
え

て
き
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

�

名
神
高
速
大
垣
Ｉ
Ｃ
か
ら
揖
斐
川
町
坂
内
に

入
り
、
川
上
林
道
を
経
由
し
て
３
キ
ロ
、
約

１
時
間
40
分
。

夜叉ヶ池より南方面の登山道（三国ヶ岳方面）


